
資料４ 

 2030年頃の三重の姿 
 ～現状やトレンドから 
   描いたポジティブな三重のイメージ～ 

１．働き方 
２．経済・産業 
３．農林業 
４．交通 
５．観光・交流 
６．自然環境 
７．スポーツ 
８．動物愛護 
９．文化 

  

(三重県戦略企画部企画課） 





• 男性の半数は育児休業を取得、イクメンという言葉は死語に。 
 

• 県内のすべての企業において、時間外労働 “ゼロ”＆ 有給休暇完全取得。 
 

• ロボットによる見守りが進み、保育士の負担が軽減するとともに待遇が
改善。ニーズに応じた保育が実現。 

 
• 女性活躍が一層進展。働きたい女性は全員働ける環境が実現し、県内 

企業の多くで女性のトップが指揮。県庁幹部も半数が女性に。 
 

• 家事や介護の一部をロボットが担い、家庭内での家事や介護労働の負担
は大幅に軽減。ロボットも伊勢弁や伊賀弁を学習し、家族の一員に。 

２ 

2030年の三重 





• 製造業が集積する三重県は、高速道路などの交通ネットワーク整備が 
進展し、産業の競争力が一層高まり、全国トップ３の経済成長を維持。
県内総生産もトップ10入り！ 

 
• 自動車をはじめ航空宇宙や産業機械、健康・医療、食など、さまざまな

ものづくりの分野で高い技術力を持つ県内のオンリーワン企業が現在の
10倍に増え、県内経済を牽引。それら企業の魅力を紹介する産業観光ツ
アーも大盛況。 
 

• 県内の多くの中小企業でプログラミングやデータ分析に関するＩＣＴ 
人材が活躍。あらゆる産業分野でのＡＩ、ロボット、ドローンの活用や
顧客ニーズにあったカスタマイズ化が当たり前に。 
 

• 三重県産（三重県で機体の一部を製造）の飛行機が世界の空で活躍中。 
 

• 県内大学の航空宇宙学コース卒業生が、航空宇宙産業に就職し、世界の
航空宇宙ビジネスを引っ張るリーダーに。 

４ 

2030年の三重 





• 欧米やアジアの富裕層に県産食材ファンが急増、海外での需要が大幅 
に増加。 

 
• 農業の大規模化、自動化がさらに進み、農業の生産性が飛躍的に向上。 

一人あたり農業所得は1,000万円を超え、若者の就職ランキングでは 
農業関連法人が上位にランクイン。 

 
• 就農する若者が増加。県内農業従事者の平均年齢は全国平均ﾏｲﾅｽ10歳。 

 
• 海外では、松阪牛や伊賀牛のすきやき＋伊勢茶がパーティメニューの 

定番に。町なかでは牛ホルモン屋が大繁盛。 
 

• 輸出が順調に増加し、伐採樹齢に達した県産材は有効活用。公益性と収
益性の両方に優れた持続可能な林業経営が実現。 

６ 

2030年の三重 





2030年の三重 

• 北勢地域で産学官による自動運転システムの技術開発が進められ、三重 
県発の自動運転システムが世界の市場を席巻。 
 

• 過疎地域等では、ライドシェアや自動運転車が一般化。南部地域では、 
75歳以上の全ての方が免許を返納。自動運転車で買い物やレジャー、 
病院に出かけ、豊かな自然の中で便利な暮らしを実現。 
 

• 65歳から75歳の方は自動運転車でゆったり通勤。パワードスーツ着用で
力仕事もOK。 
 

• 自動運転システムのオペレーションやメンテナンスなどの新たな雇用が 
創出。システムの運用に係る経費は、全てクラウドファンディング。 
 

• 県内各地を走る鉄道やバスが人と地域産品を一緒に運び、採算性を確保。
過疎地域のバス路線が復活。 

８ 





2030年の三重 

• インバウンドが飛躍的に増加し、伊勢神宮の観光客の半数が海外から。
県内各地で地域の文化や暮らしに触れる“みえたび”が高い評価。 
 

• 海外富裕層が中部国際空港からチャーターした水上飛行機で英虞湾へ着
水、伊勢志摩に長期滞在。 
 

• 国際会議が海女小屋や熊野古道センターなどのユニークベニューで開催
され、海女小屋では、80代の現役海女さんがエクスカーションの参加者
と英語で意見交換。 
 

• 三重の文化、伝統、自然環境、食、地域の暮らしなどが外国人を魅了
し、永住する外国人が増加。 
 

• 県内の観光ガイドの半分が外国人。海外からの旅行者に母国語で三重県
の魅力を発信。 
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2030年の三重 

• 伊勢志摩国立公園が世界水準のナショナルパークとしてブランド化。 
豊かな自然を体験できる様々な施設やプログラムに海外旅行者から 
最高ランクの評価。 
 

• エコツーリズムをメインに県内に人を呼び込むビジネスモデルが確
立。自然体験を提供するエコツアーガイドが子どもがなりたい職業の
上位にランクイン。 

 
• 国内外からの自然体験プログラム参加者が、地域の住民と共に自然 

環境の保全活動に取り組んでおり、シオマネキなど20種あった県指
定希少野生動植物の生息数が全て回復。 
 

• 清流日本一の宮川、原生の自然豊かな大台ケ原、ロッククライマーの
憧れの地・鈴鹿山系、熊野灘に面した雄大な東紀州の海などをフィー
ルドに、さまざまなアクティビティが満喫できる三重県は自然体験の
聖地に。 
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• 津市の「サオリーナ」で、レスリングのワールドカップ「さおり杯」
を開催。県内選手がメダルを独占！ 
 

• 三重県出身のアスリートがオリンピック・パラリンピックや世界選手
権でメダルを量産中。 
 

• 三重交通Ｇ スポーツの杜 鈴鹿（県営鈴鹿スポーツガーデン）でサッ
カーの110回天皇杯を開催。ヴィアティン三重と鈴鹿アンリミテッド
FCの決勝戦に三重県中が熱狂。 
 

• 東京オリンピックの事前キャンプを実施したカナダの体操チームとの
交流が10年間継続中。 
 

• 生涯スポーツも盛んになり、健康寿命が延伸。 
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2030年の三重 





2030年の三重 

• 「三重県動物愛護推進センター」（愛称：あすまいる）の整備をきっか
けに、ペットを適正に飼育する人が増加。 
 

• ペットが病気の子どもたちの癒しや高齢者のリハビリの応援に活躍。
ペットとの共生が日本一進んでいる県に。 
 

• ペットの幸福度を競うコンクールが三重で開催され、三重県は犬・猫等
主要部門で優勝し、ペットの幸福感日本一の県に。 
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2030年の三重 

• 「日本人の心のふるさと」伊勢神宮をはじめ、日本人の精神性を感じる
ことのできる様々な文化・伝統を持つ三重県は「目に見えない『和』の
文化」の聖地に。 
 

• 各地の伝統行事が若者や観光客により、確実に伝承され、祭りや行事を 
継承する担い手となるため、移住希望者が急増。 

 
• 学校や公民館で開催される句会や「古事記を読む会」などに国内外から

多くの三重ファンが参加。 
 

• 宣長生誕300年で、全国で宣長ブームに。 
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